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Q
A

協議体について、住民にどのように説明すればよいか？ 

　「協議体」という言葉自体が難しく感じさせますが、住民の皆さんが自由に話し合う場であるこ
とを伝えましょう。改正介護保険のポイントは、住民が「サービスの受け手」から「暮らしと地域を
つくる主体」になることです。そのことを説明しながら、自分たちはどんな地域で暮らしたいのか
を、自治体と住民が一緒になって考える場であることを伝えてください。これからは住民が主体と
なって地域の方向性をみつけていくのだということを伝えましょう。

Q
A

協議体の運営におけるヒントは？ 

●協議体のメンバーを２時間飽きさせないで、次回も来ようと思ってもらえる楽しい場づくりを目指しましょ
う。議題に縛られずに、「地元のあの飲み屋はおいしいよね」というようなたわいのないことも話題にして、皆
で楽しく意見を交わす体験を重ねます。そうして、地域で暮らし続けるためにはどうしたらよいか、をおしゃ
べりする会にしていけばよいのです。また、見ず知らずの人たちで話し合うことは難しいので、既にある住民
の集いの場を「協議体」にする視点も大切です。

●会議中メンバーが大事なキーワードや気づきを発言したときに、聞き流さないこと。聞き流すと、その話は二
度と話題にのぼりません。キーワードや気づきを議論にのせていく舵取り役を意識してください。

●前回と同じ議論を繰り返さないように、前回の会議をどのように記録して配付資料をつ
くるのかもポイントです。

●住民の力を信じること。活発に活動している地域は、必ず住民間で意見のせめぎ合いが
あります。担当職員が思い描いていた流れにならずに、違う方向に向かうこともたくさん
ありますが、それが地域づくりの醍醐味。議論が広がるチャンスです。

●担当職員は「あきらめない」こと。運営してみてうまくいかなかったら次にどう変えるかの
繰り返しです。隣の芝生は青く見えがちですが、自分の地域をじっくり見つめてください。

Q
A

協議体の立ち上げの準備で気をつけることは？ 

　エリアの設定は重要です。地域で培われた支え合い活動や交流を分断しないように、机上では
なく、住民の生活に密着した圏域でとらえていく必要があります。最初に第１層の協議体を急いで
つくって失敗した、という声を耳にすることがありますが、全国各地初めての取り組みで道半ばで
すから、本当に失敗かどうかはまだわかりません。軌道修正するなかで、１年後には成功例になる
かもしれません。
　また、協議体の設置要綱を細かに決め過ぎると、のちのち動きづらくなります。メンバーの増員
や入れ替えができるような幅を持たせましょう。

ハイボールハイボールハイボール

協議体の協議体の
立ち上げと運営立ち上げと運営

宮城県生活支援コーディネーター養成研修を紙面再録

＆

　今年度の「宮城県生活支援コーディネーター養成研修」は、受講者からの要望にお応えして、５種類の応用研修を新設し
ました。その一つである「協議体の立ち上げと運営の方法」の第１回目が、2016年７月１日に仙台市内で開催され、仙台圏
域を中心に42人が参加。講師は、宮城県支え合い・生活支援推進連絡会議の副委員長を務める東北福祉大学の高橋誠一
教授、兵庫県宝塚市社会福祉協議会の佐藤寿一常務理事兼事務局長（宝塚市の実践については本紙第２号を参照）、全国
コミュニティライフサポートセンターの池田昌弘理事長の３人。講座の最後に行われた、受講者との質疑応答の一部を紙
面でご紹介します。
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仙
台
圏
域
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人

口
が
増
加
し
て
き
た
利
府
町
は
、25
の
行

政
区
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
が
あ
る
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

友
の
会
が
６
班
編
成
で
活
動
し
て
い
ま

す
。町
は
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
町
社
協
に
委
託
し
、協
議
体
設
置

　
２
０
０
５
年
に
登
米
郡
８
町
と
本
吉

郡
津
山
町
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た

登
米
市
は
、16
年
４
月
に
、生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
を
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
。生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

第
１
層（
登
米
市
全
域
）に
１
人
、５
つ
の

日
常
生
活
圏
域（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
圏
域
＝
迫
、登
米
・
東
和
、

中
田
・
石
越
、米
山
・
南
方
、豊
里
・
津
山
）

に
分
け
た
第
２
層
に
各
１
人
の
、計
６
人

配
置
し
ま
し
た
。ま
た
、同
圏
域
に
協
議

体
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、同
年
４
月
27

日
に「
第
１
回
協
議
体
及
び
研
修
会
」を

開
催
。第
１
層
〜
２
層
あ
わ
せ
て
百
人

余
り
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に

つ
い
て
の
研
修
会
後
、６
協
議
体
に
分
か
れ

て
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。地
域
で「
昔
は

あ
っ
た
が
今
は
な
く
な
っ
た
」「
今
あ
っ
て
、こ

れ
か
ら
も
あ
る
」「
今
は
あ
る
が
、な
く
な
る
」

「
今
は
な
い
が
今
後
必
要
な
こ
と
」の
４
項
目

を
協
議
し
、最
後
に
グ
ル
ー
プ
発
表
を
し
て

全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。第
１
層
協
議
体
か

ら
は
、「
ど
の
項
目
に
も
当
て
は
ま
る『
支
え

合
い
』が
キ
ー
ワ
ー
ド
」と
い
う
声
が
挙
が
っ

た
ほ
か
、第
２
層
協
議
体
か
ら
は『
田
ん
ぼ
』

『
人
情
』『
お
茶
の
み
』『
集
落
の
飲
み
会
』『
地

域
の
祭
り
』『
交
通
手
段
』『
嫁
』『
老
老
介
護
』

『
墓
守
り
』な
ど
の
声
が
飛
び
交
い
、地
域
性

を
反
映
し
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。米
山
・

南
方
圏
域
の
発
表
で
は
、「
嫁
に
こ
な
い
か

〜
」と
い
う
歌
も
飛
び
出
し
、会
場
中
が
拍
手

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
２
月
に「
地
区
住
民
座
談

会
」を
町
内
７
地
区
で
開
き
、地
域
包
括
ケ
ア

や
地
域
で
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
、町
内
会
役
員
や
民
生
委
員
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
、婦
人
会
員
、保
健
協
力

員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
員
、食
生
活
改
善

推
進
員
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。新
し
い
総

合
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
一
方
で
、「
近
所

で
面
倒
を
見
合
う
の
は
当
た
り
前
」と
話
す

地
区
も
あ
れ
ば
、地
域
活
動
に
関
心
の
薄
い

地
区
も
あ
り
、「
地
域
性
の
違
い
を
感
じ
た
」

と
町
保
健
福
祉
課
長
寿
介
護
班
技
術
主
幹
の

鈴
木
美
枝
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
同
年
４
月
に
は
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
１
人
配
置
し
ま
し
た
。任
に
あ
た
る

の
は
、町
社
協
で
15
年
勤
務
し
て
い
る
田
中

隆
輔
さ
ん
。身
分
は
社
協
職
員
で
す
が
、座
席

は
町
長
寿
介
護
班
の
中
に
あ
り
、同
じ
建
物

内
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
１
圏
域
、

町
社
協
が
運
営
受
託
）が
あ
る
た
め
、横
の
連

携
を
図
り
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。も
と

も
と
地
域
活
動
の
支
援
を
し
て
い
た
経
験
の

あ
る
田
中
さ
ん
は
、す
で
に
顔
な
じ
み
の
地
区

も
あ
り
、新
た
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
の
介
護
予
防
教
室
な
ど
に
顔
を
出
し

て
、参
加
者
か
ら
地
域
資
源
や
課
題
を
吸
い

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、町
で
は「
通
所
・
訪
問
サ
ー
ビ
ス
部

会
」（
町
内
の
全
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
代
表
で
１
事
業

所
）の
代
表
者
全
12
人
で
構
成
）と「
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
部
会
」（
地
域
支
援
活
動
実
践

者
を
軸
に
10
人
で
構
成
）の
２
部
会
制
の
協

議
体
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。７

月
12
日
に「
通
所
・
訪
問
サ
ー
ビ
ス
部
会
」の

第
１
回
目
の
委
員
会
を
開
催
。メ
ン
バ
ー
に

は
事
前
に
生
活
上
の
困
り
ご
と
を
シ
ー
ト
に

記
入
し
て
も
ら
い
、そ
れ
を
も
と
に
協
議
し

た
と
こ
ろ
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
上「
介
護
保

険
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
問
題
が
あ
り
、苦

労
し
て
い
る
」「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
対
す
る

支
援
が
で
き
な
い
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、高

齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
に
は
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
か
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
か
の

棲
み
分
け
も
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
初
回
の
ま
と
め
に
な
り
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
の
話
で
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、「
地

域
を
訪
ね
る
と
き
に『
困
っ
て
い
る
こ
と
あ
り
ま

す
か
？
』で
は
な
く
、『
面
白
い
こ
と
を
沢
山
教

え
て
く
だ
さ
い
！
』と
声
を
か
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
」と
い
う
言
葉
。地
域
に
あ
る
宝
物
を

見
つ
け
出
し
、住
民
に
意
識
化
さ
せ
る
、技
あ
り

の
声
が
け
だ
と
感
じ
ま
す
。

喝
采
。話
し
合
い
は
楽
し
く
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、と
い
う
メ
ン
バ
ー
の
心
意
気
を
感
じ
る

一
幕
に
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
た
ち

も
手
ご
た
え
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。第
１
層

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
伊
藤
修
さ
ん
は
、「
こ

の
１
か
月
、６
人
で
11
回
ほ
ど
集
ま
り
、準
備

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。今
日
を
土
台
に
進
め

て
い
き
た
い
」と
前
を
向
き
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
市
社
協
で
は
、市
か
ら
の

委
託
を
受
け
て
、地
域
で
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス（
サ
ロ
ン
活
動「
以
下
、ミ
ニ
デ
イ
と
省

略
」）を
推
し
進
め
る
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
、現
在
で
は
市
内
３
０
２
行
政
区
の
う
ち

２
５
４
行
政
区
で
実
施
さ
れ
る
ま
で
に
普
及

（
16
年
３
月
末
現
在
）。全
域
で
ミ
ニ
デ
イ
が

開
か
れ
て
い
る
中
田
町
域
の
、要
害
地
区
ミ

ニ
デ
イ
に
は
、全
59
世
帯
の
う
ち
９
割
の
高

齢
者
20
人
ほ
ど
が
月
１
回
集
ま
り
、世
話
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
も
と
、棒
を
使
っ
た
体
操

や
ダ
ン
ベ
ル
、歌
、昼
食
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。担
当
す
る
市
社
協
本
部
地
域
福
祉
課

の
小
野
寺
由
美
さ
ん
は
、「
こ
れ
ら
の
ミ
ニ
デ

イ
で
の
活
動
は
登
米
の
大
き
な
力
」と
話
し

ま
す
。す
で
に
市
内
に
広
が
る
ミ
ニ
デ
イ
活
動

を
背
景
に
、次
な
る
一
手
に
期
待
が
か
か
り
ま

す
。

よ
う
が
い

り
ゅ
う
す
け

第１層・第２層の生活支援コーディネーターの皆さん

４月27日に開かれた「第１回協議体」での
圏域別グループワーク

要害転作研修センターで月1回開かれる
要害ミニデイサービス

7月12日に開催した協議体準備委員会の通所・訪問サービス部会

しらかし台地区「虹の会サロン」の事前打ち合わせ会。これも立派なサロン活動！

協議体準備委員会・通所・訪問サービス部会での意見交換

生活支援コーディネーターの
田中隆輔さん
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総合事業への移行
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第
１
層・第
２
層
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＆

協
議
体
を
設
置

２
部
会
制
の
協
議
体
準
備
委
員
会
発
足

地
域
の
「
面
白
い
こ
と
」
探
し
を
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仙
台
圏
域
の
ベ
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と
し
て
人

口
が
増
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し
て
き
た
利
府
町
は
、25
の
行

政
区
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
が
あ
る
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
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ア
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の
会
が
６
班
編
成
で
活
動
し
て
い
ま

す
。町
は
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
町
社
協
に
委
託
し
、協
議
体
設
置

　
２
０
０
５
年
に
登
米
郡
８
町
と
本
吉

郡
津
山
町
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た

登
米
市
は
、16
年
４
月
に
、生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
を
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
。生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

第
１
層（
登
米
市
全
域
）に
１
人
、５
つ
の

日
常
生
活
圏
域（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
圏
域
＝
迫
、登
米
・
東
和
、

中
田
・
石
越
、米
山
・
南
方
、豊
里
・
津
山
）

に
分
け
た
第
２
層
に
各
１
人
の
、計
６
人

配
置
し
ま
し
た
。ま
た
、同
圏
域
に
協
議

体
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、同
年
４
月
27

日
に「
第
１
回
協
議
体
及
び
研
修
会
」を

開
催
。第
１
層
〜
２
層
あ
わ
せ
て
百
人

余
り
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に

つ
い
て
の
研
修
会
後
、６
協
議
体
に
分
か
れ

て
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。地
域
で「
昔
は

あ
っ
た
が
今
は
な
く
な
っ
た
」「
今
あ
っ
て
、こ

れ
か
ら
も
あ
る
」「
今
は
あ
る
が
、な
く
な
る
」

「
今
は
な
い
が
今
後
必
要
な
こ
と
」の
４
項
目

を
協
議
し
、最
後
に
グ
ル
ー
プ
発
表
を
し
て

全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。第
１
層
協
議
体
か

ら
は
、「
ど
の
項
目
に
も
当
て
は
ま
る『
支
え

合
い
』が
キ
ー
ワ
ー
ド
」と
い
う
声
が
挙
が
っ

た
ほ
か
、第
２
層
協
議
体
か
ら
は『
田
ん
ぼ
』

『
人
情
』『
お
茶
の
み
』『
集
落
の
飲
み
会
』『
地

域
の
祭
り
』『
交
通
手
段
』『
嫁
』『
老
老
介
護
』

『
墓
守
り
』な
ど
の
声
が
飛
び
交
い
、地
域
性

を
反
映
し
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。米
山
・

南
方
圏
域
の
発
表
で
は
、「
嫁
に
こ
な
い
か

〜
」と
い
う
歌
も
飛
び
出
し
、会
場
中
が
拍
手

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
２
月
に「
地
区
住
民
座
談

会
」を
町
内
７
地
区
で
開
き
、地
域
包
括
ケ
ア

や
地
域
で
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
、町
内
会
役
員
や
民
生
委
員
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
、婦
人
会
員
、保
健
協
力

員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
員
、食
生
活
改
善

推
進
員
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。新
し
い
総

合
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
一
方
で
、「
近
所

で
面
倒
を
見
合
う
の
は
当
た
り
前
」と
話
す

地
区
も
あ
れ
ば
、地
域
活
動
に
関
心
の
薄
い

地
区
も
あ
り
、「
地
域
性
の
違
い
を
感
じ
た
」

と
町
保
健
福
祉
課
長
寿
介
護
班
技
術
主
幹
の

鈴
木
美
枝
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
同
年
４
月
に
は
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
１
人
配
置
し
ま
し
た
。任
に
あ
た
る

の
は
、町
社
協
で
15
年
勤
務
し
て
い
る
田
中

隆
輔
さ
ん
。身
分
は
社
協
職
員
で
す
が
、座
席

は
町
長
寿
介
護
班
の
中
に
あ
り
、同
じ
建
物

内
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
１
圏
域
、

町
社
協
が
運
営
受
託
）が
あ
る
た
め
、横
の
連

携
を
図
り
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。も
と

も
と
地
域
活
動
の
支
援
を
し
て
い
た
経
験
の

あ
る
田
中
さ
ん
は
、す
で
に
顔
な
じ
み
の
地
区

も
あ
り
、新
た
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
の
介
護
予
防
教
室
な
ど
に
顔
を
出
し

て
、参
加
者
か
ら
地
域
資
源
や
課
題
を
吸
い

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、町
で
は「
通
所
・
訪
問
サ
ー
ビ
ス
部

会
」（
町
内
の
全
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
代
表
で
１
事
業

所
）の
代
表
者
全
12
人
で
構
成
）と「
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
部
会
」（
地
域
支
援
活
動
実
践

者
を
軸
に
10
人
で
構
成
）の
２
部
会
制
の
協

議
体
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。７

月
12
日
に「
通
所
・
訪
問
サ
ー
ビ
ス
部
会
」の

第
１
回
目
の
委
員
会
を
開
催
。メ
ン
バ
ー
に

は
事
前
に
生
活
上
の
困
り
ご
と
を
シ
ー
ト
に

記
入
し
て
も
ら
い
、そ
れ
を
も
と
に
協
議
し

た
と
こ
ろ
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
上「
介
護
保

険
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
問
題
が
あ
り
、苦

労
し
て
い
る
」「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
対
す
る

支
援
が
で
き
な
い
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、高

齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
に
は
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
か
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
か
の

棲
み
分
け
も
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
初
回
の
ま
と
め
に
な
り
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
の
話
で
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、「
地

域
を
訪
ね
る
と
き
に『
困
っ
て
い
る
こ
と
あ
り
ま

す
か
？
』で
は
な
く
、『
面
白
い
こ
と
を
沢
山
教

え
て
く
だ
さ
い
！
』と
声
を
か
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
」と
い
う
言
葉
。地
域
に
あ
る
宝
物
を

見
つ
け
出
し
、住
民
に
意
識
化
さ
せ
る
、技
あ
り

の
声
が
け
だ
と
感
じ
ま
す
。

喝
采
。話
し
合
い
は
楽
し
く
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、と
い
う
メ
ン
バ
ー
の
心
意
気
を
感
じ
る

一
幕
に
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
た
ち

も
手
ご
た
え
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。第
１
層

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
伊
藤
修
さ
ん
は
、「
こ

の
１
か
月
、６
人
で
11
回
ほ
ど
集
ま
り
、準
備

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。今
日
を
土
台
に
進
め

て
い
き
た
い
」と
前
を
向
き
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
市
社
協
で
は
、市
か
ら
の

委
託
を
受
け
て
、地
域
で
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス（
サ
ロ
ン
活
動「
以
下
、ミ
ニ
デ
イ
と
省

略
」）を
推
し
進
め
る
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
、現
在
で
は
市
内
３
０
２
行
政
区
の
う
ち

２
５
４
行
政
区
で
実
施
さ
れ
る
ま
で
に
普
及

（
16
年
３
月
末
現
在
）。全
域
で
ミ
ニ
デ
イ
が

開
か
れ
て
い
る
中
田
町
域
の
、要
害
地
区
ミ

ニ
デ
イ
に
は
、全
59
世
帯
の
う
ち
９
割
の
高

齢
者
20
人
ほ
ど
が
月
１
回
集
ま
り
、世
話
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
も
と
、棒
を
使
っ
た
体
操

や
ダ
ン
ベ
ル
、歌
、昼
食
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。担
当
す
る
市
社
協
本
部
地
域
福
祉
課

の
小
野
寺
由
美
さ
ん
は
、「
こ
れ
ら
の
ミ
ニ
デ

イ
で
の
活
動
は
登
米
の
大
き
な
力
」と
話
し

ま
す
。す
で
に
市
内
に
広
が
る
ミ
ニ
デ
イ
活
動

を
背
景
に
、次
な
る
一
手
に
期
待
が
か
か
り
ま

す
。

よ
う
が
い

り
ゅ
う
す
け

第１層・第２層の生活支援コーディネーターの皆さん

４月27日に開かれた「第１回協議体」での
圏域別グループワーク

要害転作研修センターで月1回開かれる
要害ミニデイサービス

7月12日に開催した協議体準備委員会の通所・訪問サービス部会

しらかし台地区「虹の会サロン」の事前打ち合わせ会。これも立派なサロン活動！

協議体準備委員会・通所・訪問サービス部会での意見交換

生活支援コーディネーターの
田中隆輔さん

知

DATA
登米市

新しい介護予防
日常生活支援
総合事業への移行
　　　　　
生活支援
体制整備の実施
　

人口

高齢化率

82,487人

30.1％

2017年4月

2016年4月

（2016年3月31日時点）

DATA
利府町

新しい介護予防
日常生活支援
総合事業への移行
　　　　　
生活支援
体制整備の実施
　

人口

高齢化率

36,330人

19.8％

2017年4月

2015年4月

（2016年3月31日時点）

知

岩手県

宮城県山形県

秋田県 岩手県

福島県

宮城県
利府町

宮城県山形県

秋田県 岩手県

福島県

宮城県
登米市

07
登米市

08
利府町

第
１
層・第
２
層
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＆

協
議
体
を
設
置

２
部
会
制
の
協
議
体
準
備
委
員
会
発
足

地
域
の
「
面
白
い
こ
と
」
探
し
を

3 MIYAGI まちづくりと地域支え合い vol.5



生活支援コーディネーターのある１週間の動き

先進の地から〈4〉

月

午
前

午
後

火 水 木 金 土 日

日常生活自立
支援総合事業
に関する支援
調整会議

会議資料作
成、関係機
関訪問およ
び情報収集

社協行事に
参加

資料・報告書作
成、地域づくり勉
強会開催調整、
日常生活自立支
援総合事業の利
用者宅訪問

村福祉課との打
ち合わせ、住民
団体ヒアリング、
個別面談（生活
困窮者自立支援
など）

住民活動に
参加

協議体会議
に関する
打ち合わせ

協議体会議
の準備

および開催

協議体会議
の議事資料
まとめ

協議体構成
団体訪問
など

休
業（
場
合
に
よ
っ
て
研
修
な
ど
）

休
業（
場
合
に
よ
っ
て
研
修
な
ど
）

DATA
長野県宮田村

新しい介護予防
日常生活支援
総合事業への移行
　　　　　
生活支援体制
整備事業の実施
　

人口

高齢化率

9,157人（3,353世帯）

27.1％

2017年3月
（予定）

（２０１6年6月１日時点）

（２０１6年6月１日時点）

２０１５年４月＝第１層生活支援
　　　　　　 コーディネーター配置
２０１６年２月＝第１層協議体発足

長野県
宮田村

山梨県

静岡県

愛知県

埼玉県

新潟県

岐阜県

群馬県

富山県

　
同
村
の
場
合
、ひ
と
つ
の
中
学
校
区
で
全
域

を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
が
、日
常
生
活
圏
域

は
行
政
区
単
位
の
11
地
区
に
分
か
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
村
は
、各
地
区
に
第
２
層
協
議
体

を
置
く
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。村
福
祉
課

の
山
下
孝
一
福
祉
係
長
は
、次
の
よ
う
に
説

明
し
ま
す
。

　「
同
じ
村
内
で
も
地
理
的
な
条
件
や
高
齢

化
率
は
地
区
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
。新
興
住

宅
地
も
あ
れ
ば
、古
く
か
ら
の
集
落
も
あ
る
。

住
民
同
士
の
関
係
性
、近
所
付
き
合
い
の
状

況
も
違
う
。各
地
区
の
特
性
を
踏
ま
え
た
話

し
合
い
や
活
動
を
し
て
も
ら
う
に
は
、第
２

層
協
議
体
の
設
置
が
求
め
ら
れ
る
」

　
ち
な
み
に
高
齢
化
率
は
、最
も
低
い「
つ
つ

じ
地
区
」が
約
20
％
、最
高
の「
大
原
地
区
」

が
約
41
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
２
層
協
議
体
の
設
置
に
向
け
て
は
、準

備
作
業
を
全
地
区
で
同
時
進
行
さ
せ
る
の
で

は
な
く
、「
１
か
所
を
選
ん
で
優
先
的
に
進
め

た
い
」（
山
下
係
長
）と
し
て
い
ま
す
。モ
デ
ル

を
つ
く
っ
て
他
地
区
に
拡
げ
て
い
く
狙
い
で

す
。

　
第
２
層
の
協
議
体
メ
ン
バ
ー
と
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
候
補
と
し
て
は
、地
域
福
祉
活

動
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
有
望
視
さ
れ

て
い
ま
す
。見
守
り
や
雪
か
き
な
ど
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
活
躍
す
る
人
、各
地

区
で
月
１
〜
２
回
開
か
れ
る
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

て
い
る
人
た
ち
で
す
。

行政区単位で　
第２層整備へ

◎長野県宮田村

〈4〉

　
中
央
ア
ル
プ
ス
の
最
高
峰
・
木
曽
駒
ヶ
岳

を
西
方
に
望
む
長
野
県
宮
田
村
。Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
が
活
発
で
、人
口
は
２
０
１
１
年
ま
で
増

加
を
た
ど
り
ま
し
た
。同
年
12
月
に
９
３
２

２
人
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、以
降
は
減
少
傾
向
。

今
年
６
月
１
日
時
点
で
９
１
５
７
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。高
齢
化
率
は
27
・
１
％
。県
全
体

の
30
・
４
％（
※
4
月
１
日
時
点
）を
３
ポ
イ

ン
ト
ほ
ど
下
回
り
ま
す
。

　
村
は
15
年
４
月
、第
１
層
の
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
人
を
配
置
。今
年
２

月
に
は
第
１
層
協
議
体
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。ま
た
、３
月
末
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
村
直
営
）を
定
年
退
職
し
た
保
健
師
１

人
を
、生
活
支
援
体
制
整
備
の
担
当
者
と
し

て
４
月
か
ら
再
雇
用
す
る
な
ど
、協
議
体
や

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
注
目

ま
ず
社
会
資
源
洗
い
出
し

　
ミ
ニ
デ
イ
は
、75
歳
以
上
を
対
象
と
す
る

サ
ロ
ン
活
動
。集
会
所
や
公
民
館
な
ど
で
開

か
れ
ま
す
。主
催
は
村
社
協
で
す
が
、運
営
は

各
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
、全
地
区
の
ミ
ニ
デ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
区
長
、民
生
・
児
童
委
員
、村
福
祉
課
と

村
社
協
の
担
当
者
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
に

よ
る「
ミ
ニ
デ
イ
情
報
交
換
会
」が
２
回
開
か

れ
、地
域
課
題
な
ど
に
関
す
る
情
報
共
有
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　「
情
報
交
換
会
が
ひ
と
つ
の
協
議
体
だ
っ
た

と
も
言
え
ま
す
。な
に
し
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
は
地
域
の
情
報
を
た
く
さ
ん
持
っ
て

い
ま
す
か
ら
」と
黒
沢
さ
ん
。「
今
後
も
情
報

交
換
会
や
勉
強
会
な
ど
を
開
き
、少
し
ず
つ

地
域
づ
く
り
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
な
が
ら
、第
２
層
の
体
制
を
つ
く
る
環
境
を

整
え
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

　
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
に
は
、内
在
す

る
資
源
・
人
材
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
肝
要
。

黒
沢
さ
ん
は
、「
毎
日
新
し
い
発
見
が
あ
る
」

と
言
い
、手
応
え
を
つ
か
ん
で
い
る
様
子
で

す
。

　
次
は
、い
か
に
住
民
と
地
域
の
力
を
生
か

す
か
。こ
の
段
階
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

協
議
体
の
連
携
が
必
須
と
な
り
ま
す
。今
は

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
描
き
な
が
ら
、第
１
層

利

生活支援コーディネーターの黒沢香菜さん（左）と村福祉課の山下孝一福祉係長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を
強
力
に
推
し

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
は
、村
社
会
福

祉
協
議
会
へ
の
委
託
事
業
で
す
。事
業
開
始

に
際
し
、村
社
協
は
人
員
を
新
規
採
用
し
ま

し
た
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
任
に
当
た
る
の

は
、黒
沢
香
菜
さ
ん（
30
歳
）。

　「
生
活
上
の
困
り
ご
と
を
抱
え
て
も
、で
き

る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

住
民
同
士
が
支
え
合
え
る
関
係
を
つ
く
り
、

維
持
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
」と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
黒
沢
さ
ん
は
同
村
出
身
。大
学
進
学
と
と

も
に
村
を
離
れ
、学
生
時
代
は
障
害
児
支
援

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。卒
業
後

は
、東
京
都
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

５
年
、障
害
者
就
労
支
援
施
設
に
２
年
勤

務
。社
会
福
祉
士
、精
神
保
健
福
祉
士
、介
護

福
祉
士
、介
護
支
援
専
門
員
な
ど
の
資
格
を

持
ち
ま
す
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
村
社

協
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、帰
郷
し

ま
し
た
。

　
着
任
後
は
、週
に
１
度
の
村
と
の
打
ち
合

わ
せ
で
活
動
の
方
向
性
を
確
認
し
つ
つ
、ま
ず

村
内
の
社
会
資
源
の
洗
い
出
し
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。公
的
な
福
祉
事
業
や
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、制
度
外
の
生
活
支

援
、住
民
自
治
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

活
動
、近
所
付
き
合
い
の
な
か
に
あ
る
支
え
合

い
な
ど
も
調
査
対
象
と
し
ま
し
た
。

　
社
会
資
源
を
洗
い
出
す
一
方
、第
１
層
協

議
体
の
設
立
準
備
も
並
行
し
て
進
め
ま
し

た
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
開
始
か
ら
半

年
後
の
15
年
９
月
、協
議
体
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
想
定
さ
れ
る
各
種
団
体
の
代
表
ら
を
集
め
、

準
備
会
を
組
織
。準
備
会
は
同
年
12
月
ま
で

計
４
回
会
合
を
開
き
、協
議
体
の
あ
り
方
、メ

ン
バ
ー
の
人
選
な
ど
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を

重
ね
ま
し
た
。

　
翌
16
年
２
月
、協
議
体
が
発
足
。メ
ン
バ
ー

は
準
備
会
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、村
内
11
行
政
区

の
区
長
、民
生
・
児
童
委
員
、公
募
で
選
ば
れ

た
住
民
の
ほ
か
、介
護
保
険
事
業
所
、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、村
商
工
会
、Ｊ
Ａ
、公

民
館
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
な
ど
の
代

表
、そ
れ
に
村
総
務
課
、み
ら
い
創
造
課
、福

祉
課
、教
育
委
員
会
、地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、村
社
協
の
担
当
者
ら
計
57
人
で
構
成

し
ま
す
。事
務
局
は
、生
活
支
援
体
制
整
備
を

所
管
す
る
村
福
祉
課
に
置
か
れ
ま
し
た
。

　
発
足
以
降
、２
か
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
会

議
を
開
い
て
い
ま
す
。今
年
４
月
の
第
２
回
会

議
ま
で
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
調
査
し
た

社
会
資
源
や
地
域
課
題
に
つ
い
て
の
報
告
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
は
、村
内
各
地

区
の
特
徴
や
住
民
活
動
、住
民
同
士
の
関
係

性
な
ど
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
話

し
合
い
、さ
ら
に
第
２
層
協
議
体
の
設
置
な

ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
す
。

体
制
の
充
実
と
第
２
層
の
立
ち
上
げ
準
備
に

取
り
組
む
日
々
で
す
。

4MIYAGI まちづくりと地域支え合い vol.5



生活支援コーディネーターのある１週間の動き

先進の地から〈4〉
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午
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援総合事業の利
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村福祉課との打
ち合わせ、住民
団体ヒアリング、
個別面談（生活
困窮者自立支援
など）

住民活動に
参加

協議体会議
に関する
打ち合わせ

協議体会議
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および開催

協議体会議
の議事資料
まとめ

協議体構成
団体訪問
など
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ど
）
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ど
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2017年3月
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同
村
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場
合
、ひ
と
つ
の
中
学
校
区
で
全
域

を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
が
、日
常
生
活
圏
域

は
行
政
区
単
位
の
11
地
区
に
分
か
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
村
は
、各
地
区
に
第
２
層
協
議
体

を
置
く
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。村
福
祉
課

の
山
下
孝
一
福
祉
係
長
は
、次
の
よ
う
に
説

明
し
ま
す
。

　「
同
じ
村
内
で
も
地
理
的
な
条
件
や
高
齢

化
率
は
地
区
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
。新
興
住

宅
地
も
あ
れ
ば
、古
く
か
ら
の
集
落
も
あ
る
。

住
民
同
士
の
関
係
性
、近
所
付
き
合
い
の
状

況
も
違
う
。各
地
区
の
特
性
を
踏
ま
え
た
話

し
合
い
や
活
動
を
し
て
も
ら
う
に
は
、第
２

層
協
議
体
の
設
置
が
求
め
ら
れ
る
」

　
ち
な
み
に
高
齢
化
率
は
、最
も
低
い「
つ
つ

じ
地
区
」が
約
20
％
、最
高
の「
大
原
地
区
」

が
約
41
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
２
層
協
議
体
の
設
置
に
向
け
て
は
、準

備
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業
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全
地
区
で
同
時
進
行
さ
せ
る
の
で

は
な
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、「
１
か
所
を
選
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で
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的
に
進
め

た
い
」（
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下
係
長
）と
し
て
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ま
す
。モ
デ
ル
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地
区
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拡
げ
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い
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狙
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で

す
。

　
第
２
層
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協
議
体
メ
ン
バ
ー
と
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
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補
と
し
て
は
、地
域
福
祉
活

動
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住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
有
望
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さ
れ

て
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ま
す
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守
り
や
雪
か
き
な
ど
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
活
躍
す
る
人
、各
地

区
で
月
１
〜
２
回
開
か
れ
る
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

て
い
る
人
た
ち
で
す
。

行政区単位で　
第２層整備へ
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岳
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西
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Ｉ
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２
０
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９
３
２

２
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５
７
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齢
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％
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４
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３
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回
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。
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２
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議
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ま
し

た
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域
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括
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援
セ
ン

タ
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テ
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デ
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催
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。
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２
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、協
議
体
が
発
足
。メ
ン
バ
ー

は
準
備
会
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、村
内
11
行
政
区

の
区
長
、民
生
・
児
童
委
員
、公
募
で
選
ば
れ

た
住
民
の
ほ
か
、介
護
保
険
事
業
所
、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、村
商
工
会
、Ｊ
Ａ
、公

民
館
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
な
ど
の
代

表
、そ
れ
に
村
総
務
課
、み
ら
い
創
造
課
、福

祉
課
、教
育
委
員
会
、地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、村
社
協
の
担
当
者
ら
計
57
人
で
構
成

し
ま
す
。事
務
局
は
、生
活
支
援
体
制
整
備
を

所
管
す
る
村
福
祉
課
に
置
か
れ
ま
し
た
。

　
発
足
以
降
、２
か
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
会

議
を
開
い
て
い
ま
す
。今
年
４
月
の
第
２
回
会

議
ま
で
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
調
査
し
た

社
会
資
源
や
地
域
課
題
に
つ
い
て
の
報
告
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
は
、村
内
各
地

区
の
特
徴
や
住
民
活
動
、住
民
同
士
の
関
係

性
な
ど
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
話

し
合
い
、さ
ら
に
第
２
層
協
議
体
の
設
置
な

ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
す
。

体
制
の
充
実
と
第
２
層
の
立
ち
上
げ
準
備
に

取
り
組
む
日
々
で
す
。
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生活支援コーディネーター ＆ 協議体 が果たすべき役割生活支援コーディネーター ＆ 協議体 が果たすべき役割
　２０１６年６月10日（金）に、今年度第１回目の「宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議」を仙台市内で開催しまし
た。会議では、一般社団法人医療経済研究・社会保障福祉協会「医療経済研究機構」研究員の服部真治さんによる基調
講演のあと、今年度の事業計画を共有し、生活支援の充実について意見交換を行いました。

　

改
正
介
護
保
険
に
よ
り
新
し
い
総
合

事
業
と
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。2
0
1
6
年
１
月
時
点
の

全
国
の
自
治
体
の
動
向
を
見
る
と
、昨

年
度
中
に
新
し
い
総
合
事
業
に
取
り
組

み
始
め
た
保
険
者
は
17
・
9
％
、生
活
支

援
体
制
整
備
事
業
は
47
・
1
％
で
す
。な

か
で
も
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、

厚
労
省
は
で
き
る
だ
け
早
期
に
と
促
し

て
お
り
ま
し
て
、埼
玉
県
内
で
1
0
0
％

実
施
、宮
城
県
は
49
％
で
す
。

　
人
口
減
少
、高
齢
化
率
の
上
昇
、介
護

人
材
の
不
足
と
い
う
状
況
か
ら
、こ
れ
か

ら
は
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
の
適
切

な
バ
ラ
ン
ス
に
基
づ
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。特

に
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
は
で
き
な
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
支
援
や
介
護
予
防
の

充
実
を
図
る
担
い
手
と
し
て
、地
域
の
高

齢
者
に
社
会
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
介
護

予
防
事
業
は
二
次
予
防
が
中
心
で
し
た

が
、効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
す
る
た

め
、一
般
介
護
予
防
事
業
を
創
設
し
ま
し

た
。対
象
と
な
る
高
齢
者
を
分
け
る
こ
と

な
く
、全
員
を
対
象
に
住
民
主
体
で
行

う
活
動
を
主
に
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

訪
問
介
護
と
通
所
介
護
は
、こ
れ
ま
で

一
般
財
団
法
人
医
療
経
済
研
究
・
社
会
保
険
福
祉
協
会

医
療
経
済
研
究
機
構 

研
究
員
　
服
部 

真
治
さ
ん
　

市
健
康
福
祉
部
介
護
福
祉
課

　
　
課
長
補
佐 

安
齋 

武
さ
ん

（
前 

厚
生
労
働
省
老
健
局
総
務
課
・
介
護
保
険
計
画
課
・
振
興
課
併
任
課
長
補
佐
）

全
国
一
律
の
基
準
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、市
町
村
事
業
に
移
行
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
に
あ
わ
せ

て
、利
用
す
る
本
人
が
移
動
し
て
い
ま
し

た
が
、本
来
住
民
の
生
活
基
盤
は
地
域
に

あ
り
ま
す
。地
域
か
ら
切
り
離
さ
れ
移
動

す
る
の
で
は
な
く
、地
域
で
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　
地
域
の
助
け
合
い
や
互
助
と
い
っ
た
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
活
動
は
、従
来
の
行
政
の

手
法
で
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。住
民
一
人
ひ

と
り
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
総
合
事
業
と
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
は
、セ
ッ
ト
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。

フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
る
働
き
か
け

と
は
真
逆
の
、セ
ル
フ
ケ
ア（
自
助
）か
ら

働
き
か
け
る
の
が
新
し
い
総
合
事
業
・
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
で
あ
り
、そ
れ

こ
そ
が
協
議
体
と
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
い
え
ま
す
。す
で
に

地
域
で
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
の
力
を

借
り
て
、意
欲
の
あ
る
住
民
と
一
緒
に
地

域
の
こ
と
を
考
え
、話
し
合
い
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

沼
市
で
は
、２
０
１
５
年
３
月
に

関
係
機
関
向
け
の
研
修
会
を
開

催
。16
年
１
月
か
ら
、第
１
層
の
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
介
護
福
祉
課
に

１
人
配
置
し
、第
２
層
は
同
年
４
月
か
ら

市
内
４
か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
配
置
。同
年
６
月
に
第
１
層
協
議

体
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、17
年
度
に
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
を
実
施
す
る
考
え
で
し
た

が
、17
年
度
は
第
７
期
計
画
の
策
定
な

ど
で
忙
し
く
な
る
と
考
え
、早
め
に
動

き
、不
具
合
は
走
り
な
が
ら
修
正
す
る
方

針
に
転
換
。16
年
１
月
よ
り
協
議
体
準

備
会
を
開
き
、民
生
委
員
、社
協
、地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、介
護
事
業
所
、Ｊ

Ａ
、生
協
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、青
年
海
外
協
力
協

会（
J
O
C
A
）な
ど
の
参
加
を
得
て
、

ど
ん
な
地
域
に
し
た
い
の
か
を
発
表
し
合

い
、「
コ
ン
ビ
ニ
の
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
に

は
ニ
ー
ズ
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
？
」

「
休
耕
地
を
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

の
場
に
活
用
し
て
は
？
」な
ど
の
意
見
交

換
を
４
度
重
ね
ま
し
た
。

　
市
で
は
、協
議
体
を
準
備
会
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
。地
域
資
源
に
関
す
る
共
有

と
地
域
課
題
を
洗
い
出
す
場
で
あ
り
、決

定
機
関
で
は
な
い
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

設
置
要
綱
を
作
成
し
ま
し
た
。自
由
参

加
で
出
席
報
酬
は
ゼ
ロ
、参
加
す
る
メ

リ
ッ
ト
を
説
く
手
法
で
、予
算
規
模
は
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人
件
費
相

当
分
で
す
。

　
第
１
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、市
内
に
75
あ
る
町
内
会
や
介
護
予

防
サ
ロ
ン
な
ど
を
順
次
訪
問
し
、出
前
講

座
を
開
い
て
住
民
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。第
２
層
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
4
月
よ
り
各
圏
域

を
巡
り
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
部
会
」を

通
じ
て
情
報
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。圏

域
で
解
決
で
き
な
い
課
題
は
、第
１
層
協

議
体
の
議
題
に
あ
げ
て
い
く
方
針
で
す
。

賀
城
市
で
は
、２
０
１
６
年
４
月

に
、市
内
３
か
所
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
各
１
人
配
置
し
ま
し
た
。

　
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
職

員
５
人
体
制
で
、エ
リ
ア
の
高
齢
者
人
口

は
４
９
２
８
人
。予
防
プ
ラ
ン
や
総
合
相

談
な
ど
の
個
別
対
応
に
時
間
が
と
ら
れ
、

地
域
と
の
関
わ
り
が
弱
か
っ
た
こ
と
か

ら
、区
長
や
民
生
委
員
、自
治
会
役
員
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
と
意
見
交
換
を

す
る「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」を
以
前
よ
り

開
い
て
き
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、18
行
政
区
を

９
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、年
２
〜
６
回
実

施
。そ
こ
で
把
握
し
た
地
域
課
題
に
基
づ

き
、認
知
症
カ
フ
ェ
や
お
茶
の
み
会
、ラ
ジ

オ
体
操
、杖
な
ど
に
付
け
る「
見
守
り

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」な
ど
の
事
業
を
、地
域

住
民
と
一
緒
に
始
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。元
気
な
高
齢
者
と
関
わ
り
を
も
つ

こ
と
が
で
き
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
っ

て
、住
民
の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。す
べ
て
住
民
主
体
で
、地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
予
算
を
使
う
こ

と
な
く
実
施
で
き
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、16
年
４
月
よ
り
総
合
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
が
、す
で
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、新
た
に
設
置
す
る
第
２
層
協
議
体

は
、東
部
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
参
加

者
以
外
の
、地
域
活
動
に
熱
心
な
住
民

で
構
成
し
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と
有
機

的
に
連
携
を
図
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

　
東
部
地
区
で
は
、５
月
25
日
に
第
１
回

目
の
第
２
層
協
議
体
を
開
き
、協
議
体

の
ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
た
。①
楽
し
く
行

う
こ
と
、②
メ
ン
バ
ー
の
追
加
O
K（
皆
で

決
め
る
）、③「
で
き
な
い
」と
言
わ
な
い
、

の
３
つ
で
す
。明
る
く
楽
し
く
、地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
津
に
位
置
す
る
昭
和
村
は
、

人
口
１
３
３
５
人
、高
齢
化
率

５５
・５
％
。住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
、課
題
探
し
で
は
な
く
地

域
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
、２
０

１
５
年
７
月
よ
り
全
域
で
の
聞
き
取
り

調
査
を
始
め
ま
し
た
。村
の
一
般
財
源
を

使
い
、１
４
５
人
を
聞
き
取
っ
た
結
果
、地

域
の
お
店
が
集
い
の
場
や
配
食
、見
守
り

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
な
ど
、当
た
り

前
す
ぎ
て
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
自
然
な

住
民
の
工
夫
に
気
づ
き
ま
し
た
。昔
な
が

ら
の「
結
」の
精
神
で
隣
近
所
が
気
軽
に

行
き
来
し
、困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し

伸
べ
る
習
慣
が
、高
齢
に
な
っ
て
も
村
で

生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
秘
訣

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
は
、①
地
域
の
支
え
合
い
活

動
を
発
見
し
て
評
価
し
、住
民
に
意
識

化
さ
せ
る
、②
地
域
に
あ
る
資
源
を
見
つ

け
出
し
て
、つ
な
げ
る
、③
高
齢
者
の
課

題
だ
け
に
縛
ら
れ
な
い
、の
３
点
だ
と
考

え
ま
し
た
。そ
の
た
め
の
行
政
の
役
割

は
、住
民
と
の
お
茶
の
み
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の一
番
大
切
な
仕
事
と
し
て
認

め
、活
動
日
数
や
訪
問
調
査
数
だ
け
で

は
見
え
な
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動

を
評
価
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
村
で
は
２
０
１
５
年
よ
り
第
１
層
の
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
村
社
協
に

１
人
配
置
し
、16
年
４
月
か
ら
は
村
内
の

ま
ち
づ
く
り
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
村
外
の
中
間
支

援
団
体
に
各
１
人
配
置
し
て
、３
人
体

制
と
し
ま
し
た
。ま
た
15
年
度
よ
り
さ
ま

ざ
ま
な
研
修
会
や
講
座
を
開
き
、そ
こ
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
元
保
健
師
や

子
育
て
中
の
母
親
、消
防
団
長
、農
家
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
職
員
な
ど
で
協

議
体
準
備
会
を
開
催
。第
１
層
協
議
体

の
設
置
に
向
け
て
、①
形
式
的
な
協
議

体
は
つ
く
ら
な
い
、②
根
回
し
は
し
な
い
、

③
自
由
な
メ
ン
バ
ー
構
成
に
す
る
、④
高

齢
者
の
課
題
だ
け
に
縛
ら
れ
な
い
場
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

あわせて、市町村対象のセミナーを開催し、県内外３か所の自治体が生活支援コーディネー
ターと協議体の取り組みについて発表。参加者135人が熱心に聞き入りました。アンケート
で満足度の高かった、基調講演及びセミナーの事例発表をダイジェストでご報告します。
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協
議
体
準
備
会
か
ら
ス
タ
ー
ト

走
り
な
が
ら
軌
道
修
正

高
齢
化
率
55・5
％
の
村
で
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
行
政
の
役
割

岩
沼
市

村
保
健
福
祉
課 

福
祉
係
長

事例報告  3

福
島
県
昭
和
村

基
調
講
演

ここがいい！ここがいい！
服部真治
さんの
コメント

「よりよく運営するための
ヒントがたくさんありまし
た。特に、協議体の設置を
急がず、準備会から始め
て、それから設置要綱をつ
くり形骸化を避ける手法
は参考になります」

ここがいい！ここがいい！
服部真治
さんの
コメント

「初めに地域にあるものを
探すなど、生活支援コー
ディネーターの教科書とな
る取り組みです。高齢化率
５５．５％の昭和村ですが、高
齢者は生き生きと暮らし
ています。そこから学ぶこ
とはたくさんあります。」

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

管
理
者
・

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

事例報告  2

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」を
活
用

多
賀
城
市

ここがいい！ここがいい！
服部真治
さんの
コメント

「地域包括支援センター
の地域での取り組みを、
協議体に上手に活かした
実例です。協議体を楽し
く行うというルールづく
りは、ぜひ真似したいとこ
ろです」

安
住 

智
幸
さ
ん

五
十
嵐 

敏
幸
さ
ん
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生活支援コーディネーター ＆ 協議体 が果たすべき役割生活支援コーディネーター ＆ 協議体 が果たすべき役割
　２０１６年６月10日（金）に、今年度第１回目の「宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議」を仙台市内で開催しまし
た。会議では、一般社団法人医療経済研究・社会保障福祉協会「医療経済研究機構」研究員の服部真治さんによる基調
講演のあと、今年度の事業計画を共有し、生活支援の充実について意見交換を行いました。

　

改
正
介
護
保
険
に
よ
り
新
し
い
総
合

事
業
と
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。2
0
1
6
年
１
月
時
点
の

全
国
の
自
治
体
の
動
向
を
見
る
と
、昨

年
度
中
に
新
し
い
総
合
事
業
に
取
り
組

み
始
め
た
保
険
者
は
17
・
9
％
、生
活
支

援
体
制
整
備
事
業
は
47
・
1
％
で
す
。な

か
で
も
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、

厚
労
省
は
で
き
る
だ
け
早
期
に
と
促
し

て
お
り
ま
し
て
、埼
玉
県
内
で
1
0
0
％

実
施
、宮
城
県
は
49
％
で
す
。

　
人
口
減
少
、高
齢
化
率
の
上
昇
、介
護

人
材
の
不
足
と
い
う
状
況
か
ら
、こ
れ
か

ら
は
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
の
適
切

な
バ
ラ
ン
ス
に
基
づ
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。特

に
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
は
で
き
な
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
支
援
や
介
護
予
防
の

充
実
を
図
る
担
い
手
と
し
て
、地
域
の
高

齢
者
に
社
会
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
介
護

予
防
事
業
は
二
次
予
防
が
中
心
で
し
た

が
、効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
す
る
た

め
、一
般
介
護
予
防
事
業
を
創
設
し
ま
し

た
。対
象
と
な
る
高
齢
者
を
分
け
る
こ
と

な
く
、全
員
を
対
象
に
住
民
主
体
で
行

う
活
動
を
主
に
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

訪
問
介
護
と
通
所
介
護
は
、こ
れ
ま
で

一
般
財
団
法
人
医
療
経
済
研
究
・
社
会
保
険
福
祉
協
会

医
療
経
済
研
究
機
構 

研
究
員
　
服
部 

真
治
さ
ん
　

市
健
康
福
祉
部
介
護
福
祉
課

　
　
課
長
補
佐 

安
齋 

武
さ
ん

（
前 

厚
生
労
働
省
老
健
局
総
務
課
・
介
護
保
険
計
画
課
・
振
興
課
併
任
課
長
補
佐
）

全
国
一
律
の
基
準
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、市
町
村
事
業
に
移
行
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
に
あ
わ
せ

て
、利
用
す
る
本
人
が
移
動
し
て
い
ま
し

た
が
、本
来
住
民
の
生
活
基
盤
は
地
域
に

あ
り
ま
す
。地
域
か
ら
切
り
離
さ
れ
移
動

す
る
の
で
は
な
く
、地
域
で
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　
地
域
の
助
け
合
い
や
互
助
と
い
っ
た
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
活
動
は
、従
来
の
行
政
の

手
法
で
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。住
民
一
人
ひ

と
り
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
総
合
事
業
と
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
は
、セ
ッ
ト
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。

フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
る
働
き
か
け

と
は
真
逆
の
、セ
ル
フ
ケ
ア（
自
助
）か
ら

働
き
か
け
る
の
が
新
し
い
総
合
事
業
・
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
で
あ
り
、そ
れ

こ
そ
が
協
議
体
と
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
い
え
ま
す
。す
で
に

地
域
で
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
の
力
を

借
り
て
、意
欲
の
あ
る
住
民
と
一
緒
に
地

域
の
こ
と
を
考
え
、話
し
合
い
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

沼
市
で
は
、２
０
１
５
年
３
月
に

関
係
機
関
向
け
の
研
修
会
を
開

催
。16
年
１
月
か
ら
、第
１
層
の
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
介
護
福
祉
課
に

１
人
配
置
し
、第
２
層
は
同
年
４
月
か
ら

市
内
４
か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
配
置
。同
年
６
月
に
第
１
層
協
議

体
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、17
年
度
に
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
を
実
施
す
る
考
え
で
し
た

が
、17
年
度
は
第
７
期
計
画
の
策
定
な

ど
で
忙
し
く
な
る
と
考
え
、早
め
に
動

き
、不
具
合
は
走
り
な
が
ら
修
正
す
る
方

針
に
転
換
。16
年
１
月
よ
り
協
議
体
準

備
会
を
開
き
、民
生
委
員
、社
協
、地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、介
護
事
業
所
、Ｊ

Ａ
、生
協
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、青
年
海
外
協
力
協

会（
J
O
C
A
）な
ど
の
参
加
を
得
て
、

ど
ん
な
地
域
に
し
た
い
の
か
を
発
表
し
合

い
、「
コ
ン
ビ
ニ
の
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
に

は
ニ
ー
ズ
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
？
」

「
休
耕
地
を
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

の
場
に
活
用
し
て
は
？
」な
ど
の
意
見
交

換
を
４
度
重
ね
ま
し
た
。

　
市
で
は
、協
議
体
を
準
備
会
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
。地
域
資
源
に
関
す
る
共
有

と
地
域
課
題
を
洗
い
出
す
場
で
あ
り
、決

定
機
関
で
は
な
い
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

設
置
要
綱
を
作
成
し
ま
し
た
。自
由
参

加
で
出
席
報
酬
は
ゼ
ロ
、参
加
す
る
メ

リ
ッ
ト
を
説
く
手
法
で
、予
算
規
模
は
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人
件
費
相

当
分
で
す
。

　
第
１
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、市
内
に
75
あ
る
町
内
会
や
介
護
予

防
サ
ロ
ン
な
ど
を
順
次
訪
問
し
、出
前
講

座
を
開
い
て
住
民
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。第
２
層
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
4
月
よ
り
各
圏
域

を
巡
り
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
部
会
」を

通
じ
て
情
報
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。圏

域
で
解
決
で
き
な
い
課
題
は
、第
１
層
協

議
体
の
議
題
に
あ
げ
て
い
く
方
針
で
す
。

賀
城
市
で
は
、２
０
１
６
年
４
月

に
、市
内
３
か
所
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
各
１
人
配
置
し
ま
し
た
。

　
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
職

員
５
人
体
制
で
、エ
リ
ア
の
高
齢
者
人
口

は
４
９
２
８
人
。予
防
プ
ラ
ン
や
総
合
相

談
な
ど
の
個
別
対
応
に
時
間
が
と
ら
れ
、

地
域
と
の
関
わ
り
が
弱
か
っ
た
こ
と
か

ら
、区
長
や
民
生
委
員
、自
治
会
役
員
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
と
意
見
交
換
を

す
る「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」を
以
前
よ
り

開
い
て
き
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、18
行
政
区
を

９
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、年
２
〜
６
回
実

施
。そ
こ
で
把
握
し
た
地
域
課
題
に
基
づ

き
、認
知
症
カ
フ
ェ
や
お
茶
の
み
会
、ラ
ジ

オ
体
操
、杖
な
ど
に
付
け
る「
見
守
り

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」な
ど
の
事
業
を
、地
域

住
民
と
一
緒
に
始
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。元
気
な
高
齢
者
と
関
わ
り
を
も
つ

こ
と
が
で
き
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
っ

て
、住
民
の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。す
べ
て
住
民
主
体
で
、地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
予
算
を
使
う
こ

と
な
く
実
施
で
き
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、16
年
４
月
よ
り
総
合
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
が
、す
で
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、新
た
に
設
置
す
る
第
２
層
協
議
体

は
、東
部
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
参
加

者
以
外
の
、地
域
活
動
に
熱
心
な
住
民

で
構
成
し
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と
有
機

的
に
連
携
を
図
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

　
東
部
地
区
で
は
、５
月
25
日
に
第
１
回

目
の
第
２
層
協
議
体
を
開
き
、協
議
体

の
ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
た
。①
楽
し
く
行

う
こ
と
、②
メ
ン
バ
ー
の
追
加
O
K（
皆
で

決
め
る
）、③「
で
き
な
い
」と
言
わ
な
い
、

の
３
つ
で
す
。明
る
く
楽
し
く
、地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
津
に
位
置
す
る
昭
和
村
は
、

人
口
１
３
３
５
人
、高
齢
化
率

５５
・５
％
。住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
、課
題
探
し
で
は
な
く
地

域
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
、２
０

１
５
年
７
月
よ
り
全
域
で
の
聞
き
取
り

調
査
を
始
め
ま
し
た
。村
の
一
般
財
源
を

使
い
、１
４
５
人
を
聞
き
取
っ
た
結
果
、地

域
の
お
店
が
集
い
の
場
や
配
食
、見
守
り

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
な
ど
、当
た
り

前
す
ぎ
て
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
自
然
な

住
民
の
工
夫
に
気
づ
き
ま
し
た
。昔
な
が

ら
の「
結
」の
精
神
で
隣
近
所
が
気
軽
に

行
き
来
し
、困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し

伸
べ
る
習
慣
が
、高
齢
に
な
っ
て
も
村
で

生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
秘
訣

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
は
、①
地
域
の
支
え
合
い
活

動
を
発
見
し
て
評
価
し
、住
民
に
意
識

化
さ
せ
る
、②
地
域
に
あ
る
資
源
を
見
つ

け
出
し
て
、つ
な
げ
る
、③
高
齢
者
の
課

題
だ
け
に
縛
ら
れ
な
い
、の
３
点
だ
と
考

え
ま
し
た
。そ
の
た
め
の
行
政
の
役
割

は
、住
民
と
の
お
茶
の
み
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の一
番
大
切
な
仕
事
と
し
て
認

め
、活
動
日
数
や
訪
問
調
査
数
だ
け
で

は
見
え
な
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動

を
評
価
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
村
で
は
２
０
１
５
年
よ
り
第
１
層
の
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
村
社
協
に

１
人
配
置
し
、16
年
４
月
か
ら
は
村
内
の

ま
ち
づ
く
り
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
村
外
の
中
間
支

援
団
体
に
各
１
人
配
置
し
て
、３
人
体

制
と
し
ま
し
た
。ま
た
15
年
度
よ
り
さ
ま

ざ
ま
な
研
修
会
や
講
座
を
開
き
、そ
こ
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
元
保
健
師
や

子
育
て
中
の
母
親
、消
防
団
長
、農
家
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
職
員
な
ど
で
協

議
体
準
備
会
を
開
催
。第
１
層
協
議
体

の
設
置
に
向
け
て
、①
形
式
的
な
協
議

体
は
つ
く
ら
な
い
、②
根
回
し
は
し
な
い
、

③
自
由
な
メ
ン
バ
ー
構
成
に
す
る
、④
高

齢
者
の
課
題
だ
け
に
縛
ら
れ
な
い
場
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

あわせて、市町村対象のセミナーを開催し、県内外３か所の自治体が生活支援コーディネー
ターと協議体の取り組みについて発表。参加者135人が熱心に聞き入りました。アンケート
で満足度の高かった、基調講演及びセミナーの事例発表をダイジェストでご報告します。

岩

多

奥 事例報告  １

協
議
体
準
備
会
か
ら
ス
タ
ー
ト

走
り
な
が
ら
軌
道
修
正

高
齢
化
率
55・5
％
の
村
で
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
行
政
の
役
割

岩
沼
市

村
保
健
福
祉
課 

福
祉
係
長

事例報告  3

福
島
県
昭
和
村

基
調
講
演

ここがいい！ここがいい！
服部真治
さんの
コメント

「よりよく運営するための
ヒントがたくさんありまし
た。特に、協議体の設置を
急がず、準備会から始め
て、それから設置要綱をつ
くり形骸化を避ける手法
は参考になります」

ここがいい！ここがいい！
服部真治
さんの
コメント

「初めに地域にあるものを
探すなど、生活支援コー
ディネーターの教科書とな
る取り組みです。高齢化率
５５．５％の昭和村ですが、高
齢者は生き生きと暮らし
ています。そこから学ぶこ
とはたくさんあります。」
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ここがいい！ここがいい！
服部真治
さんの
コメント

「地域包括支援センター
の地域での取り組みを、
協議体に上手に活かした
実例です。協議体を楽し
く行うというルールづく
りは、ぜひ真似したいとこ
ろです」
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五
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ん
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Q A

Q
A

協議体について、住民にどのように説明すればよいか？ 

　「協議体」という言葉自体が難しく感じさせますが、住民の皆さんが自由に話し合う場であるこ
とを伝えましょう。改正介護保険のポイントは、住民が「サービスの受け手」から「暮らしと地域を
つくる主体」になることです。そのことを説明しながら、自分たちはどんな地域で暮らしたいのか
を、自治体と住民が一緒になって考える場であることを伝えてください。これからは住民が主体と
なって地域の方向性をみつけていくのだということを伝えましょう。

Q
A

協議体の運営におけるヒントは？ 

●協議体のメンバーを２時間飽きさせないで、次回も来ようと思ってもらえる楽しい場づくりを目指しましょ
う。議題に縛られずに、「地元のあの飲み屋はおいしいよね」というようなたわいのないことも話題にして、皆
で楽しく意見を交わす体験を重ねます。そうして、地域で暮らし続けるためにはどうしたらよいか、をおしゃ
べりする会にしていけばよいのです。また、見ず知らずの人たちで話し合うことは難しいので、既にある住民
の集いの場を「協議体」にする視点も大切です。

●会議中メンバーが大事なキーワードや気づきを発言したときに、聞き流さないこと。聞き流すと、その話は二
度と話題にのぼりません。キーワードや気づきを議論にのせていく舵取り役を意識してください。

●前回と同じ議論を繰り返さないように、前回の会議をどのように記録して配付資料をつ
くるのかもポイントです。

●住民の力を信じること。活発に活動している地域は、必ず住民間で意見のせめぎ合いが
あります。担当職員が思い描いていた流れにならずに、違う方向に向かうこともたくさん
ありますが、それが地域づくりの醍醐味。議論が広がるチャンスです。

●担当職員は「あきらめない」こと。運営してみてうまくいかなかったら次にどう変えるかの
繰り返しです。隣の芝生は青く見えがちですが、自分の地域をじっくり見つめてください。

Q
A

協議体の立ち上げの準備で気をつけることは？ 

　エリアの設定は重要です。地域で培われた支え合い活動や交流を分断しないように、机上では
なく、住民の生活に密着した圏域でとらえていく必要があります。最初に第１層の協議体を急いで
つくって失敗した、という声を耳にすることがありますが、全国各地初めての取り組みで道半ばで
すから、本当に失敗かどうかはまだわかりません。軌道修正するなかで、１年後には成功例になる
かもしれません。
　また、協議体の設置要綱を細かに決め過ぎると、のちのち動きづらくなります。メンバーの増員
や入れ替えができるような幅を持たせましょう。

ハイボールハイボールハイボール

協議体の協議体の
立ち上げと運営立ち上げと運営

宮城県生活支援コーディネーター養成研修を紙面再録

＆

　今年度の「宮城県生活支援コーディネーター養成研修」は、受講者からの要望にお応えして、５種類の応用研修を新設し
ました。その一つである「協議体の立ち上げと運営の方法」の第１回目が、2016年７月１日に仙台市内で開催され、仙台圏
域を中心に42人が参加。講師は、宮城県支え合い・生活支援推進連絡会議の副委員長を務める東北福祉大学の高橋誠一
教授、兵庫県宝塚市社会福祉協議会の佐藤寿一常務理事兼事務局長（宝塚市の実践については本紙第２号を参照）、全国
コミュニティライフサポートセンターの池田昌弘理事長の３人。講座の最後に行われた、受講者との質疑応答の一部を紙
面でご紹介します。
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宮城県内外の
生活支援コーディネーターおよび協議体の
取り組みを発信しながら、
住民や専門職・関係機関の意識を高め、
最後まで住み慣れた地域で暮らし続ける
社会づくりを目指します。
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行政区単位で第２層整備へ
先進の地から〈4〉長野県宮田村
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第１層・第２層のコーディネーター＆協議体を設置
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